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当社の製品群は「安心・安全」「防災・減災・復旧」「環境・エコ」をコンセプトに開発を推進しています。

テラグリッド工法 -TERRAGRID-
テラセルを壁面に用いた補強土壁工法

新
工
法

明けましておめでとうございます。旧年中は格別のご厚情を賜り、誠に有難うございました。
おかげさまで弊社は今年創業90周年を迎えます。これも一重に皆々様のお陰と深く感謝を申し上げます。
ご承知の通り、政府は巨大災害に備え強くしなやかな国造りを目指す「国土強靭化」として、
新しい国土のグランドデザインが本格的に動きだす1年になると思っております。
政府が進める安全・安心社会の構築に向けた「国土強靭化」政策に歩調を合わせ、
弊社は「安心・安全」「防災・減災・復旧」「環境・エコ」をコンセプトに
本年も皆様に製品をお届けできるよう、社員一同一丸となって取り組む所存でございます。
本年も変わらぬお引き立ての程、どうぞ宜しくお願い申し上げます。
皆様のご健勝とご発展をお祈り申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行役員 営業部門 加工品営業本部長　家坂　正史

■ セットバック量の調整により任意ののり面勾配で施工可能。
■ セットバック部分が平地状なため斜壁型に比べ緑化が容易。
■ 軽量・コンパクトなため施工や運搬が容易。
■ ハニカム立体構造が中詰材を拘束するため、現場発生土が使用可能。
■ 表面に金属材料を使用せず塩害に対する抵抗性に優れる。
■ 寒冷地における凍上による大きな残留変形を抑制する。

緑化

トリグリッド

テラセル

今回、紹介する『テラグリッド工法』はテラセルを鋼製枠の代わりに
壁面に用いた新たな補強土壁工法です。高密度ポリエチレン樹脂製の
ハニカム構造のテラセルを用いることにより、従来の補強土壁工法に
比べて、凍上や塩害に対する耐久性に優れた補強土壁工法です。
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品番

テラセル

トリグリッド
TW-200TG

セル数
2セル×5セル

寸法（H×W×L）
200㎜×2000㎜×800㎜
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トリグリッド

トレップ TT-300
安定補助材

テラセル接合杭

トリグリッド

テラセル

施工フロー

壁面材の展開・設置1

中詰材の撒き出し・締固め2

トリグリッド敷設3

接続材の設置

中詰材の撒き出し・締固め
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テラセル接合杭の打設6

テラグリッド工法の概要
『テラグリッド工法』は、切土のり面の保護工として
適用されている「テラセル」と盛土の補強材として適
用されている「トリグリッド」を組み合わせることに
より、従来にない特徴を備えた補強土壁工法である。
「テラセル」とは高密度ポリエチレン樹脂製の帯状
シート材料を千鳥配置に熱溶着し、蜂の巣状に複数の
セルを有するハニカム立体構造を有したジオセルであ
り、「トリグリッド」とは高強度ポリエステル繊維を
芯材とし、ポリプロピレン樹脂を被覆材として複合さ
せ、格子構造（グリッド）に構成したジオグリッドで
ある。いずれもジオシンセティクスに分類される。
テラグリッド工法は一般的に補強土壁工法の示す性能
を備えており、急勾配化の施工や壁面部の緑化、構築
に必要な用地の最小化が可能であり、高い耐震性も有
する補強土壁の一つです。
さらにテラグリッド工法は、鋼製枠を壁面工とした一
般の補強土壁と比べ、壁面近傍の盛土材をテラセルに
より拘束される。そのため、盛土材の凍結融解の繰り
返しによる壁面工の変形が蓄積しにくい構造です。ま
た、壁面工の表側に金属材料を用いないため、塩害に
対する耐久性にも優れます。


